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News：
（１）ブエノスアイレス出張：30時間の長旅
（２）試作例：太陽電池を使って二次電池（Ni-HM）
の充電回路の試作・検討

DogNose今回の製作例：
太陽電池を使って二次電池（Ni-HM）の充電回路の試作・検討

IoTセンサシステムは低消費電力化が必須ですが、環境センシングには
光学式のセンサが多く、小型電池で何ｶ月も連続運転を行うことは至難の業
です。定番は2次電池とエネルギーハーベスタの搭載ですが、大きなパワー
を得るには太陽電池しかありません。今回、安全で小型なNi-HM・2次電池
（9V-006型-250mAh）の太陽電池充電回路を試作・評価しました。Ni-HM・2

次電池は非常に安全ですが、過放電に弱く、自己放電が大きいため、日照
があれば常時充電の為に、定電流＋定電圧充電の制御と、USB充電との
ディユアル等の機能を実現するため、PICマイコン内臓電子ボリュ－ムで電
池内部状態に応じてDCDCコンバータの電圧を制御する方式を採用しました。
DCDCコンバータの効率は90%以上、全変換回路の効率は70％台ですが、
比較的大きな太陽光パネルを使って、約1日で粗フルに充電できる目安とな
ります。出力は降圧DCDCコンバータで5Vに変換して使用します。
（定電流＋定電圧充電プロトコルはリチウムイオン電池充電に採用させる安全な方式です）
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News：ブエノスアイレス出張：30時間の長旅

職場での担当が代わって、例年参加していたマイク
ロマシンサミットの参加も今年が最後になりそうで
す。記念すべき最後の会合はアルゼンチン・ブエノ
スアイレス、日本から米国経由で30時間の長旅で
す。印象はアルゼンチンタンゴと肉料理！

DogNose永遠のルーキ：Luke

3次試作：PIC制御DCDCコンバータ

カンチレバー橋・ムヘール橋

集合写真の準備

情熱のアルゼンチンタンゴ

2次試作：低電流＋定電圧充電

ラムステーキ

1次試作：電流・電圧モニタ＋PICデータログ
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